
令和6年度(2024年度)
札幌市立真栄中学校

第81号

未来を切り拓く たくましく 心やさしい 子どもたちへ 令和6年(2024年)11月5日

★札幌市立高等学校入学者選抜Web出願シミュレーション★
本日配付の第80号で、道立高校のWeb出願に関するリーフレットを掲載

しました。すでに2回のシミュレーションの機会が提供されましたが(2回目
は今週7日(木)までです)、予定では11月18日(月)～29日(金)に練習フォーム
が公開される、とのことです。
第80号作成後、市立高校のWeb出願シミュレーションに関しての案内が

届きましたので、右にそのリーフレットを掲載します。
右肩に、旭丘･藻岩･清田･新川･平岸･啓北商業･大通の7校が対象です、と

記されています。これらの高校への出願をお考えの御家庭は、是非御体験
ください。
本日は第80号、第81号を同時に配付いたします。
以下、札幌市教育委員会からの案内です。

○実施期間
令和６年（2024年）11月11日（月）～11月25日（月）

○対象
札幌市立高等学校の受検を予定している生徒の皆様及びその保護者の皆様

○実施方法
御家庭のPC、スマートフォン等から出願予定の高等学校ホームページまたは
札幌市公式ホームページから「出願情報事前受付システム」へアクセスし、
Web出願マニュアル【中学３年生用】を確認の上、実施してください。
なお、Web出願マニュアル【中学３年生用】については、各高校及び札幌市
公式ホームページに掲載されます。

○留意事項
(1) 本シミュレーションは、実際の出願とは一切関係ありません。
(2) 入力いただいた情報は 、本シミュレーション以外の目的には使用せず、

適切なセキュリティ対策を講じた上で管理します。
(3) 出願内容について、出願する学校名・学科名等は必ずしも現時点で希望

するものを選択する必要はありません。
(4) 出願者・保護者情報について、氏名・生年月日・住所等は必ずしも実際

の個人情報を入力する必要はありません。

★「特別な配慮を必要とする生徒の出願について」改訂版★
第77号で、札幌市教育委員会より届きました「公立高等学校を受検する

生徒・保護者の皆さんへ～特別な配慮を必要とする生徒の出願について～」
というリーフレットを紹介しましたが、その改訂版が届きましたので、裏面
に印刷いたしました。
右上の表の「その他」の文言が若干変わり、Ｑ＆Ａの４つ目が追記されて

います。保護者の皆さま、御一読ください。
再確認させていただきます。公立･私立を問わず、単願･専願、自己推薦や

一般入試を問わず、受験(検)当日に高等学校等に配慮を求めたいことの有無
を、すべての御家庭に確認させていただきたく存じます。
まずは、心配ごとがありましたらお早めに学級担任へ御連絡をお願いい

たします。
第５回進路希望調査用紙(今月14日(木)配付、21日(木)締切) には、特別

な配慮を「希望する」or「希望しない」というチェック(☑)欄を設けます。
保護者署名欄があります第５回進路希望調査用紙を用いて、すべての

御家庭と確認をさせていただき、遺漏のないように進路事務手続を進めたく
御協力をよろしくお願い申し上げます。



令和７年度（2025 年度）版 

公立高等学校を受検する生徒・保護者の皆さんへ 

～特別な配慮を必要とする生徒の出願について～ 

 

入学者選抜における学力検査や入学後の学校生活等について、生徒や保護者

が特別な配慮を希望する場合の対応や流れなどは、次のようになっています。 

 

◎ 出願前に行うこと（流れ） 

① 生徒・保護者から中学校へ相談 

・在籍している中学校の先生に学力検査や面接、入学後の学校生活において

必要とする特別な配慮について相談します。 

② 中学校から高等学校へ相談 

・中学校は、生徒・保護者から相談のあった特別な配慮の内容や中学校で配

慮している事項をまとめ、生徒が出願しようとしている高等学校に相談し、

関係文書を送付します。 

③  シミュレーション等の実施 

・特別な配慮の内容や実施方法が適切であり、実施に当たって支障等が生じ 

ないよう、高等学校と中学校が詳細を確認します。 

・また、生徒・保護者、中学校及び高等学校の関係者等が一堂に会し、要望 

の内容について確認したり、シミュレーションを実施したりします。 

④ 高等学校と教育委員会との協議 

・高等学校と教育委員会が特別な配慮について協議し、内容や実施方法等を 

確定します。 

⑤ 高等学校から中学校へ、中学校から保護者へ回答 

・高等学校から中学校へ、中学校から保護者へ特別な配慮の内容について伝 

えます。 

※ 出願の際、入学願書の「入学者選抜における特別な配慮の希望の有無」の

欄の「有」を選択してください。 

◎ 学力検査等においてこれまで実施した特別な配慮の例 

受検者の状況等 特別な配慮の内容 

聴覚に障がいのある場合 ・監督者の指示や英語の聞き取りテストが聞き取り

やすいような座席の配置 

・補聴器の使用 など 

視覚に障がいのある場合 ・拡大鏡の使用 

・問題用紙の拡大 など 

肢体不自由の場合 ・車いすの使用  など 

  ①相談 　②相談

 (依頼文書)

④協議

⑤回答
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③生徒、保護者、中学校関係者、

高等学校 関係者等によるシミュ

レーション等を実施

糖尿病の場合 ・室外での補食 

・保健室でのインスリンの注射 など 

入院している場合 ・入院先の病院での受検 など 

日本語指導が必要な場合 ・問題用紙等へのルビ振り など 

その他 ・通常の検査室で受検することが困難な受検者に対

する別室での受検 

・面接における話し方の配慮（できるだけゆっくり話

す等） 

・筆談による応対 

・当該生徒及び保護者の要望により特別な配慮が必

要と考えられるもの など 

 

◎ 特別な配慮に関するＱ＆Ａ 

Ｑ１ 特別な配慮を要望すると合否に影響を与えますか。 

Ａ１ 入学者の選抜は、実施要項で示された資料（個人調査書、学力検査の成績、

面接の結果等）を総合的に評価して行いますので、特別な配慮が合否に影響

を与えることはありません。 

Ｑ２  特別な配慮について、いつまでに中学校へ相談すればよいですか。 

Ａ２  出願しようとする高等学校が未定の場合であっても、公立高等学校へ出願

しようとする場合は、できる限り早く相談してください。可能な限り出願の

受付前に協議を終えることができるようにお願いします。 

Ｑ３  出願後に怪我等により特別な配慮が必要となった場合、特別な配慮をして

もらえますか。 

Ａ３  怪我等により通常の受検が困難になった場合、速やかに中学校に相談して

ください。在籍中学校長が出願先の高等学校長に事情を説明し、当該高等学

校長は、教育委員会と特別な配慮について協議します。 

Ｑ４ 学力検査当日に急な体調不良等により特別な配慮が必要となった場合、別

室受検等の特別な配慮はしてもらえますか。 

Ａ４ 学力検査当日の急な体調不良等により通常の受検が困難になった場合、  

速やかに中学校又は出願先の高等学校に相談してください。状況に応じて  

特別検査室等で受検することは可能です。また、インフルエンザ等の感染  

症の罹患者のほか、月経随伴症状等、本人に帰責されない身体・健康上の  

やむを得ない理由等により本検査を受検できない場合は追検査の対象とな

りますので、中学校に相談してください。なお、本検査を一部でも受検し  

た者は、原則として追検査の対象となりません。 

 

◎ 相談窓口 

○  次のいずれかに相談してください。 

・出願先の高等学校 

・札幌市教育委員会学校教育部教育課程担当課 

電話(011)211-3891 

・札幌市教育委員会学校教育部学びの支援担当課 

電話(011)211-3821 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/school/senbatu/index.html 

 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/school/senbatu/index.html

